
— 令和 7年度前期日程・物理 A 解答例—

導出過程は一通りでないので省略しています。論述による解答は例示です。
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問 1 (1) FB = μBmg cos θ

(2) sin θ > μA + μB cos θ
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√
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問 2 (1) VL = V1 sin
(
ωt+ π

2

)
= V1 cosωt

VC = V2 sin
(
ωt− π

2

)
= −V2 cosωt

(2) Vac =
(
ωL− 1

ωC

)
I0 cosωt

(3) ω = 1√
LC

(4) P = 1
2RI20
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問 1 (1) d sin θ = nλ

(2) (1)の式において n = 1のとき，sin θ =
λ

d
だから，波長が長いほど角度が大きくなる。

青色と赤色を比べると赤色の方が波長が長い。したがって，θR の方が大きい。

(3) (1)の式において，本題の条件を満たすのは 0 � n � 2.5のときである。よって，明線の数はn = 0, 1, 2

の３本である。

問 2 (1) 1○

(2) H1 = 2h

(3) f = 10 cm

(4) ア 1○

イ 2○

(5) x = 15 cm

(6) H2 =
h
2

– 2 –


